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いままさに、「観光」が現代社会のなかで急速に存在感を
増している。観光の領域は、21世紀を代表する巨大産業と
してグローバルからナショナル、ローカルにいたるすべての
レベルで急成長し、政治経済のみならず、文化や芸術、医療
など各種の領域へと乗り入れている。巨大産業としての観光
を支える根幹である人、モノ、情報の移動は、グローバル化
による交通手段やメディアの拡充により今後もますます促進
し、人々はアウトバウンドとインバウンドの双方の流れの中
でゲストとして、またホストとして観光の当事者になり続け
ていくだろう（Smith 1989）。

その流れの中で、人文社会諸科学は観光の実相をとらえる
べく、さまざまな分野からアプローチを試みてきた。文化人
類学もやや遅れながら、北米を中心に1980年代以降、日本
では1990年代後半から観光という現象に着目するようにな
った。しかしその後、観光社会学では S. ラッシュや J. アー
リ（Lash and Urry 1993）らのグローバル化論と関連付
けながら新たな理論的展開を遂げたのに対し、人類学内部で
はその現状をうまくとらえきれず、2000年代以降、観光研
究は停滞しつつあるといえる。

「観光化」と「脱‒観光化」
そして現在、観光の形態はさらに多様化している。たとえ

ば、戦争など負の歴史を次世代へと伝えるもの（ダークツー
リズム）、移住をうながすもの（移住観光）、自然と人間の共
存を教育するもの（エコツーリズム）、アニメ作品などのフ
ァンと交流をはかるもの（コンテンツツーリズム）、衰退し
た地域社会を再興させるもの（地域文化観光）、などである。
つまり、これまでまったく別々の文化現象だったものが、観
光という文脈に包含されつつあるといえる。これらを本共同
研究では、「観光化」という現象として包括的に理解する。

他方、これまで観光の文脈で語られてきたものが、環境破
壊や地域住民と観光客とのコンフリクトの増加などにより、
制限され、文脈をずらされるという現象も起きている。本共
同研究では、この動向を「脱 - 観光化」というオリジナルの
概念によってとらえていく。たとえば、筆者の調査地である
フィリピンのボラカイ島では、毎年国内外から殺到する観光
客の受け入れによって深刻な環境破壊が生じ、地方行政の対
応の遅れに業を煮やした大統領によって、2018年4月より
6か月間の島の「閉鎖」が実施された。これは「観光化」が

過剰に進展することによって、結果としてその流れが中断さ
れるケースだといえよう。また、2019年の愛知トリエンナ
ーレでは、「表現の不自由展」が一時中止され再開された経
緯が記憶に新しい。芸術祭という国際的なイベントにおいて
政治的な問題が前景化することにより、芸術の「観光化」が
中断され政治へと文脈が転換する「脱‒観光化」の一例とし
ても興味深い。そのほか、国外ではバルセロナ、国内では世
界遺産の石見銀山など、「観光化」が過剰に促進することで、
中止や中断とまではいかなくとも、ゲスト側が対処できる範
囲に「観光化」を制限する動きも「脱‒観光化」の一形態だ
といえるだろう。

本共同研究では、「観光化」と「脱‒観光化」の2つを鍵概
念として進めていく。この2つの概念は構想当初は正反対の
現象であると想定していたが、研究計画をより詳細に検討し
ていく過程で、むしろ「脱‒観光化」とは急速に進む「観光化」
の帰結や反応として生じる動向であると考えられるようにな
ってきた。いいかえれば、「脱‒観光化」とは「観光化」のそ
の後や、今後の観光のあり方、あるいは「ポスト観光化」と
も呼びうる現象なのかもしれない。いずれにしても、今後は、
この「観光化」と「脱‒観光化」の双方の動きを視野に入れ
ることで、観光という現象を再考し、また観光の人類学を再
構想することを目指していく。

環境破壊により緑の藻が大量発生したビーチ（2017年、フィリピン・
ボラカイ島、東賢太朗撮影）。

目的と意義
本研究の目的は、①国内外の諸事例がいかにして観光の文

脈に包含され、また観光の文脈からずらされていったのか、
その詳細を実証的に検討し、②グローバル化の議論を批判的
に参照しつつ、人類学全体をみすえた新たな視座の構築を目
指す、というものである。

観光形態の多様化は、先行研究（Cohen 1988）でも述
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べられてきた。しかしそこでは、これまで観光とみなされて
きた固有の領域を前提とした、観光経験の多様化に着目する
傾向がみられた。その後のグローバル化のなかで（そして本
研究において）より重要なのは、従来ビジネスでも娯楽でも
なかったものが「観光化」されていくという観光の外延の拡
大である。

だがグローバル化が必ずしも一方向に進むのではないのと
同じように、「観光化」も一様に拡大するわけではない。そ
こで同時に「脱‒観光化」という動きが生じてくる。本研究は、
個別事例の詳細な検討を足掛かりとして、この「観光化／脱
‒観光化」のプロセスをとらえるところに意義がある。それ
は一方向的なグローバル化論を批判的に再検証することにも
なり、観光研究のみならず、文化人類学全体の理論構築にも
新たな視座を提供するものとなるだろう。

期待される成果
本研究で期待される成果は3つある。
①観光社会学においてグローバル化は観光の推進力ととら

えられているが、その際の観光とは多くの場合、マスツーリ
ズムを指す。しかし本研究では、オルタナティブなツーリズ
ムを含む「観光化」も、また一見正反対に思える「脱‒観光化」
の動きもグローバル化の影響としてとらえる。この「観光化
／脱‒観光化」という概念を基軸に理論化を行うことにより、
2000年代以降、停滞感のあった観光人類学の議論を刷新する。

②本研究は、世界各地の諸事例を扱い比較を行う。各事例
が個別社会に立脚しているという点で文化人類学的であるだ
けでなく、グローバル化や観光といったマクロな議題を提起
する点において、今後の領域横断的・学際的な研究にも展開
可能である。また観光という社会的に広範な現象を扱うので、
学術の分野だけでなく、実務家、関係省庁や自治体との連携
も可能である。

③ UNWTO（国連世界観光機構）によれば、現在13億
2,000万人が観光のために国境線を越えている。また日本で
も、これまで国を支えてきた諸産業が衰退するなか、観光が
次世代を支える産業へと移行しつつある（2017年の訪日外
国人観光客は2,869万人で、前年比19.3パーセント増）。観
光をめぐる動向は喫緊の研究対象であり、人々の関心も高い。
そのため、本研究の成果を学生や一般の人々に伝えることで、
より地域社会に還元することができる。

実施計画
本研究は、9人のメンバーによる個別事例の検討と、それ

をふまえた理論構築を目指す。総論と各論がつねにフィード
バックできるよう、各自のメンバーは双方を念頭に置いた研
究を行い、全体としての統一感を保持できるようにする。

初年度は2回の研究会を行い、研究会全体の方向性を確認
する。とくに「観光化／脱‒観光化」という概念について議
論を深める。

2年目は4回の研究会を行い、個別事例の検討に重点を置
く。9人のメンバーはそれぞれ、日本、東アジア、東南アジア、
アフリカ、オセアニアの事例を報告し、いかに各メンバーの
フィールドにおいて「観光化／脱‒観光化」が進展してきた
のか、そのプロセスと当該社会の動態を報告する。欧米諸国
やイスラム諸国、中南米など、メンバーで補えない地域は必
要に応じてゲストスピーカー・コメンテーターを招聘し議論
を行う。諸事例をふまえ、メンバーは当該社会の個別性や特
殊性を議論し、総論への架橋が可能かを検討する。

最終年は4回の研究会を行い、成果報告としての出版に向
けた打ち合わせと、総論の議論をより深め「観光化／脱‒観
光化」に関する理論構築を行う。

「人喰い族」を演じる島民（2018年、ヴァヌアツ・アネイチュム島、福
井栄二郎撮影）。
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